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月12園 (火 ) 《第8次遣唐使の帰軸と道慈・棗朝元》

中国、朝鮮三国に遅れた日本の朝延は、飛鳥時代 奈良時代は 遣隋使 遣唐使を派遣し、隋 店の優れた文

イヒ 文明を導入しました。その初期に、重要な役割を果たした人に、道慈と秦朝元がいます。この二人の活動を

通じて、遣唐使の役害」の一面を考えてみます。

10月 10日 (火 ) 《音代の富司と中の ell》

奈良時代には、唐と同様に、日本の官衛 (役所)も 公文書にはllを 押すようになりました。『正倉院文書』に

は、戸籍など、印を1甲 した文書が残っています。この印には大ききの決まりがありました。また印をおすように

なった経過と、どのような時に印を押したのか、また印を押す目的は何だったのか、現代の印鑑を押す書類と比

較しながら、考えてみます。

11月 14国 (火 )
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《音代の図書寮とその役割》

古代に国家として、行政に必要とした重要な図書、経典を保管 し、

書写したのが図書寮です。図書寮は、いずれは国家が歴史書を編纂する

ことを想定し、その資料を収集し保管するとともに、各省が運営する上で

必要とした紙 筆 墨を配布することも職掌として担っていました。

この図書寮が果たした役割を考えてみます。

※コロナの感染1輔剛こより体講とする場合があります。ご了承ください。
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続き 新型コロナの感染予FJlに ご協力をお願いします。
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☆☆☆ 事前の申し込みは要りません。どなとでも参加できます ☆☆☆


